
フューチャー・デザインの手法を用いた職員向け財政研修を開催（木津川市）

▍経緯

木津川市幹部と当事務所所長との面談において

「フューチャーデザインを用いた財政講義に興味があ

る」との声をキャッチ。更にヒアリングしてみると…

▍当日までの主な流れ

～ 部 署 の 垣 根 を 越 え た 職 員 の 相 互 理 解 の 促 進 と 、 行 財 政 マ ネ ジ メ ン ト の 高 度 化 に 貢 献 ～

予算編成の際、事業課と財政課がもっと互いの立場
を理解し合うべきではないか・・・

・財務省の視点からの講義を通して、市の財政状況に
ついての理解を深めるともに、フューチャー・デザ
イングループワークを通じて将来の視点に立ち、適
正で有効な予算配分について、部局の垣根を越えて
相互理解を深める機会がほしい。

・2040年問題（※）を見据え、長期的な市の在り方を
財政的な視点で考えていきたい。

※団塊ジュニア世代が65歳以上の高齢者になることで起こり
うる、労働力不足・社会保障費増大などの社会課題の総称。

1/31 往訪し、ニーズを丁寧に聴取

「次年度予算編成に入る前の、8月頃の開催を希望」

2/ 1 財務課・局融資課との連携

レジュメのたたき台作成に着手。

5/15 市の要望を汲んで、ワークを作り込み

「通常の担当業務に囚われず、市の施策全体について考える機会に

したい」

「一人一人が積極的に議論に参加できるような仕掛けを」

「行財政マネジメント強化の観点から、市長をはじめ管理職職員を

対象としたい」

☑各班に異なるテーマ（子育て・福祉・観光・環境・市の運営・稼ぐ力）

 を設定、自身の担当業務とは別のテーマについて議論するよう班分け。

☑全員が発言する機会（PRタイム）を設定。

☑各テーマの担当部長に、事前にワークの宿題を依頼。

☑ファシリテーターは市の職員とし、当局職員はサポーターに徹する。

し
か
け

事業課：政策実現のためにもっと予算を！
財源問題は財政課マターの話。

財政課：財源には限りがある！市の施策
全体を考えて予算配分をしなくては。

市の課題感
フューチャー・デザインの提唱者

「市が主体性に取り組めるような工夫が大切」とアドバイスが。
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西條教授（京都先端科学大）との面談

8月 研修本番



▍当日の様子
市長・副市長を含む約60名の管理職職員が入室と同時にくじ引きで着席。前半は財政融資資金の貸し手である

財務省の視点からの財政講義を行い、後半はフューチャー・デザインワークを実施した。

冒頭挨拶・財政講義 フューチャー・デザインワーク

▼熱い議論を交わす未来人のみなさん

市の総合計画・令和4年度決算資料を元に

収支状況等について

ポイントを絞って説明

「フューチャー・デザイン」とは、様々な課題に対し、
現世代だけでなくその課題の影響が及ぶ将来世代の立場
も踏まえて議論しようという取組み。
未来人になったら普段言えない思いも伝えることができ
るかも？ぜひ楽しみながらワークに参加してください。

京都財務事務所 田中所長

融資課 稲垣上席専門調査員

2040年の
木津川市に
タイムスリップ

よい未来が想像できたら
それを実現するために

悪い未来を想像したら
そうならないために

今何をすべきか？考えてみましょう



①-1 未来人になって市の20年後を考えよう ②次年度施策を検討

①-2 担当部長からのメッセージ

⑤ イチオシ施策を決定

③ 発表

～フューチャーデザイン・ワークの流れ（90分）～

事前に、各テーマの担当部長に①のワーク
を依頼し、各班に配付。

未来人からのメッセージを踏まえて、次年度着手すべき
施策とそのねらいについて議論！

②について、各班の代表者が発表。

各班の施策の重要性を理解した上で、次年度に着手
すべき施策(他班の施策も選択可）を一つだけ決定！

あえて通常の担当ではないメンバーで構成した班で、
未来人に成り切り、現代人にメッセージを送ろう！

④ PRタイム
“全員発言” ルールとし、自班の施策
の重要性を自分の言葉でＰＲ。

市の施策全体を見通し、どの施策を優先するか検討。
その様子は予算編成作業さながら？！

席替え

自分とは違う
テーマのメン
バーが集まる
よう再編



▍講評・アンケート
財務省・地方連携推進官から、財務省が地域連携に取組む意義を説明し、一層の連携を呼びかけ。

市長・副市長からは本取組の更なる展開についての期待が寄せられ、アンケートでも高評価が得られた。

講 評

財務省地方課 村上地方連携推進官

47都道府県に拠点をもつ財務省において、その

地域を知り、地域課題解決に貢献することもひ

とつの使命。財務省のもつ幅広いネットワーク

を活かし、これからも“頼りにされる財務省” を

目指していく。

木津川市 谷口市長

フューチャー・デザインという手法を用いて、

市の将来について担当を越えて議論できたことは

今後の行財政運営に向けて有意義な機会となった。

非常に闊達な意見交換となり時間が足りないほど。

コツコツと真面目に市民のために頑張っていくこ

とで、未来の木津川市が大きく発展することを期待。

木津川市 井上副市長

持続可能な市でありつづけるために、未来を想

像しつつ日々の業務を積み重ねるという視点を

今後も持っていきたい。

今回は管理職向けだったが、ぜひ若手職員向け

にも開催してもらいたい。

…あとがき…

・少子高齢化が進む中、持続可能なまちづくり・限られた財源の適正

配分は多くの地方公共団体において共通の課題といえます。また、

木津川市と同様に、財政課と事業課の一層の相互理解が必要だと考

えている地方公共団体も多いのではないでしょうか。

・地方公共団体自身では冷静に捉えにくい財政の現状について、財務

省の視点からの客観的な分析にフューチャー・デザインの手法をプ

ラスし、市の将来を見据えて部署横断的に意見を交わす機会を提供

することで、地方公共団体の行財政運営に貢献できれば幸いです。

～これからも地域の課題解決に資する取組を推進してまいります～

近畿財務局京都財務事務所 総務課・財務課
TEL：075-752-1417 / E-mail ： kyoto-soumuka@kk.lfb-mof.go.jp

・次年度予算編成にあたり、限られた財源を真に必要な事業に集中
し適正に配分するため、各部の垣根を越えて、相互理解を深める
機会となった。今回の機会を、一過性に終わらせず、しっかり振
り返りたい。

・色々思いを発表できて楽しい研修だった。
ありきたりな発想から脱却し、もっと独創的な発想ができる行政
マンが必要になってくると思った。

・普段の業務では、各担当の目線で見ることをしがちだが、それぞ
れの角度から見ることで違った感覚を持つことを忘れてはならな
いと実感した。先の長い目で見て、市の存続・繁栄を見ていく必
要性を再認識できた。

アンケート（抜粋）
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